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提案理由 

秋葉市長に対し、平成２８年１０月６日及び１０月１７日に自身のツイッタ

ー上で行った、特定の議員及び職員を一方的に批判した発言の即時削除を求め

る。 

これが、本案を提出する理由である。 



秋葉市長に対し特定の議員及び職員を批判したツイッターでの発言の削

除を求める決議 

 

秋葉市長は、平成２８年１０月６日及び１７日に自身のツイッター上で、秋

葉市長の公文書改ざんに関する調査特別委員会において３月定例会における中

間報告の原稿作成に当たって行われた協議について、議会事務局職員が当該報

告原稿作成と協議の経緯を説明したにもかかわらず、その事実を伏せた上で

「百条の委員長と事務局の一部に明らかに公正でない部分があった」などと、

一方的に同委員会の委員長及び議会事務局職員批判を展開した。これに対し議

会は、当該情報発信が市長による議会に対する不当介入、及び職員の人事権を

持っている市長による職員への圧力であるとの認識のもと、当該ツイッターで

の発言の削除を求めて公開質問状を平成２８年１２月１２日付で秋葉市長に提

出した。 

しかしながら、秋葉市長からの回答は、昨年９月末に２度ほど文書での当時

の議長に申し入れ等をしたが、全く顧みられなかったので「やむにやまれず何

回かツイッター発信をした」という議会批判ともとれるものであった。実際、

秋葉市長から昨年９月末に提出された文書は、告発の発議及び決議をしないで

ほしいとの要望を内容としたもので、告発内容への反論・反証は記載されてお

らず、議会が問題視した当該ツイッターの内容とも無関係なものであった。 

議会は、市の最高権力者である市長がツイッターという一方的に情報を発信

するツールにおいて特定の議員及び職員を批判することは、市長としてあるま

じき行為と考える。 

よって議会は市長に対し、平成２８年１０月６日及び１７日に自身のツイッ

ター上での発言の即時削除を求める。 

 

以上、決議する。 

 

平成２９年３月２２日 

 

八 千 代 市 議 会   


